
















herL dorいわゆる両者間の相互影響関係の視点から議論されることが増えてきている( & Ma ,
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の普通郵便局 3局の貯金関係の課長クラス 3名とその職員83名である｡ 
(2)方法
本稿の課題を明らかにするために､このアンケート調査では 2つの質問票兼回答票を使用した｡ 1
つは､リーダーへの質問票兼回答票である (以下､本稿では ｢L質問票｣という｡)｡もう 1つは､フォ
ロワーへの質問票兼回答票である (以下､本稿では ｢F質問票｣という｡)0 
L質問票とF質問票及び､それぞれの回収用封筒は､調査対象郵便局の貯金関係課長あてに､郵送









設問 1 リーダー .プロトタイプ像を測定する質問項目 同左
設問 2 プロトタイプ的行動を測定する質問項目 同左
設問 3 フェースシート:性別､役職､年齢 現実のリーダー行動を測定する質問項目 
L質問票は､リーダー ･プロトタイプ像を測定する質問項目(設問 1)､プロトタイプ的行動を測定
する質問項目 (設問 2)及び､フェースシート (設問 3)から構成されている｡設問 1･2について
は 5点尺度 (｢5:最もよくあてはまる｣から ｢1:全くあてはまらない｣)の選択方式で回答してい
ただいた｡設問 3については､性別､役職は選択肢､年齢は記入式で回答いただいた｡ 
F質問票は､リーダー ･プロトタイプ像を測定する質問項目 (設問 1)､プロトタイプ的行動を測
定する質問項目 (設問 2)､現実のリーダー行動を測定する質問項目 (設問 3)及び､フェースシー
ト (設問 4)から構成されている｡設問 1･2･3については 5点尺度 (｢5:最もよくあてはまる｣
から ｢1:全くあてはまらない｣)の選択方式で回答していただいた｡設問 4については､性別､職
種は選択肢､年齢は記入式で回答いただいた｡
なお､ L質問票とF質問票の設問 1の質問項目については､淵上 (2002)を基本として､松原 (1995)､
クーゼスとボスナ-(Kouzes.∫.M,andB.Z.Posuner,1995)を参考にして作成したものに､日本郵政
公社中国支社 (所在地 :広島市)の職貞 8名からの意見も加えて25項目5作成した｡









調査対象 アンケー ト配布数 回収数 回収率 (%) 有効回答数 有効回答率(%)
フォロワー 626枚 333枚 53.2 306枚 48.9





耽 種 人 数 割合 (%) 平均年齢
内務職月 132 43.1 40.8
外老聴月 174 56.9 40.4




性 別 人 数 割 合 (%)
男 性 246 80.4
女 性 60 19.6
計 306 100.0









リー ダーとフォロワーとの相互影響関係の視点から捉えたリー ダーシップの研究 池中 正司
表 5 分析の流れと課題との関連性
課選 課題の内容 分析のやり方 具体的な分析 .考察
行動と現実のリーダー行動との関 行動と現実のリーダー行動との相 実のリーダー行動の分析課題 1 プロトタイプ像に基づくリーダー プロトタイプ像に基づくリーダー (∋リーダーが期待する行動と現
係 遠点について､PM測定及び､平均 ②フォロワーが期待する行動と
値の差の検定から明らかにするo 現実のリーダー行動の分析
トタイプ像の違いがリーダーシツ プロトタイプ像を分類し､それら いとリーダーシップ効果の分析課題 2 フォロワーが持つリーダー .プロ 因子抽出に基づいて､リーダー . リーダー .プロトタイプ像の違
プ効果にもたらす影響 をPM測定及び､平均値の差の検定から明らかにするo
課題 3 リーダーがどのような行動をすれ 分析した結果を要約し､結論付け 上述課題 1 .2に関する分析結 
2.リーダーが期待する行動と現実のリーダー行動の分析 (課題 1)






て､最も得点が高い質問項目 (リーダーが最もとりたいと感じている行動)と､ L質問票の設問 2と 
F質問票の設問 3において､最も差が小さい質問項目 (現実にリーダーが最も多用している行動)と
の差について､ t検定によって検討した｡その結果は､表 6のとおりである｡
表 6 L期待行動とL現実行動における t検定の結果 (具体的な行動)
質 問 項 目 L期待行動の平均値 L現実行動の平均値 ( 平均値の差L期待 -L現実) t値
部下が優れた仕事をしたときには､それを認めるo 4.65 3.49 1.16 10.17‥'
規則に決められた事柄に従うようにやかましくいうo 3.15 3.85 -0.70 3.84‥ '




もの (最も不足していると感じている行動)について､ t検定によって検討した｡その結果は､表 7
のとおりである｡
表 7 フォロワーが期待する行動と現実の行動における t検定結果 (具体的な行動)
質問項目 F期待行動の平均値 L現実行動の平均値 平均値の差 (F期待 -L現実) t値


















本節では､ F期待行動とL現実行動との相違点を､性別､職種別に明らかにする0 F質問票の設問 
2と設問 3により､まず､性別に､ F期待行動とL現実行動のPM測定 8を行った｡その結果は､表 
8のとおりである｡
表 8 性別 pM測定結果











































注1) pM類型欄の期待とは､ F期待行動を表す (以下の表において同じ｡)0
注 2) pM類型欄の現実とは､ L現実行動を表す (以下の表において同じ｡)0
次に､ F期待行動､ L現実行動それぞれについて P行動が強いのか M行動が強いのかを明らかに
するために､それぞれについて平均値の差 (p得点-M得点)の t検定を行った｡また､ F期待行
動とL現実行動との間において､ P得点､ M得点ごとに平均値の差 (F期待行動 -L現実行動)の 
t検定を行った｡その結果は､表 9のとおりである｡
表 9 性別平均値の差の t検定結果










































表10 F期待行動とL現実行動における t検定の結果 (具体的な行動)















男性 部下を信頼 しているo 









表 8､表 9及び､表1から明らかになったことは次の 3点である0
第 1に､男性も女性も､ F期待行動とL現実行動とでは pM類型は異なっている｡























































































表1 F期待行動とL現実行動における t検定の結果 (具体的な行動)










































3.リーダー･プロトタイプ像の速いとリーダーシップ効果の分析 (課監 2) 
(1)リーダー･プロトタイプ像の分類とPM行動




























































































































得点 プロトタイプ ポジティブ ネガティブ 平均値の差(ポジティブ-ネガティブ) 
M得点 35.21 25.48 9.74 9.32‥ * 
t検定の結果､P得点については 1%水準で､M得点については0.1%水準で統計的に有意な差があっ
た｡ 
pM類型で見ると､ポジティブなリーダー ･プロトタイプ像を持つフォロワー (以下､本稿では ｢ポ
ジティブなフォロワー｣という｡)は ｢PM｣型のリーダー行動を期待 している｡それに対して､ネガ









表16 F期待行動とL現実行動との差 (ポジティブ vsネガティブ)
プロトタイプ得点P得点期待 -現実M得点 p得点 t値 M得点





表17 F期待行動とL現実行動における t検定結果 (具体的な行動)
性別質問項目 質問項目 F期待行動の 平均値 L現実行動の平均値 平均値の差 (期待 -現実) t値
ポジティブ 部下を信頼 しているo 4.66 2.95 1.71 8.91* ‥
表16及び､表17から明らかになったことは次の 2点である｡

















第 2に､フォロワーは､ F期待行動においては､p行動より M行動を多く期待している｡その一方で､ 
L現実行動においては､ M行動よりp行動が多くとられていると認識している｡また､これらの F期












第 4に､ポジティブなフォロワーとネガティブなフォロワーとの F期待行動と L現実行動とを比較
した場合､フォロワーは､ M行動の方を期待しており､具体的には ｢部下を信頼している｡｣につい







リーダーが現実にとっている行動との関係については､リーダー､フォロワーともに､ L期待行動 ･ 
F期待行動とL現実行動は異なっており､ L現実行動のうち最も不足していると感じているのは､M
行動である｡








































3三隅二不二 ( 1984),66頁｡ 
4郵便局は､比較的大きな普通郵便局 (中国地方には 87局が存在｡)と小規模な特定郵便局 (中国地方には 1,674局
が存在｡)とに分けられる｡それぞれの郵便局には郵便局長が存在 し､ 2007年 9月末までは国家公務員である｡普
通郵便局長の場合､原則として､人事院が実施する国家公務員試験合格者がその対象となるが､特定郵便局長の場
合､原則として､ 55歳以下の公募制で公社が実施する任用試験に合格すれば､部外から直接特定郵便局長に任用で
きる点で異なっている｡ (郵便局数は 2006年 3月末現在｡ ) 
5L質問票と F質問票におけるリーダー ･プロトタイプ像を測定する質問項目は2 5からなる｡具体的には､まず､｢あ
なたの今までの経験 (仕事､学校生活､体育クラブ､ボランティア活動など)の中で､最もすごいと思ったリーダー
を想定｣ してもらい､次に､そのリーダーの行動について､｢リーダー行動の特性を示す用語 25 (下記の表 A)の
それぞれについて､その程度を 5点尺度で回答 してください｣というものであった｡
表 A リーダー ･プロ トタイプ像を測定する質問項目
番号 用語 番号 用語 番号 用語 番号 用語 
1 勇気がある 8 献身的な 15 懲罰的な 22 きぜんとした 
2 公平な 9 打算的な 16 頼 りになる 23 信念のある 
3 強引な 10 厳 しい 17 きさくな 24 勤勉な 
5 部下の意見を聞く 12 わくわくさせてくれる 19 叱ることができる 
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